
トンネル内を走行する車両屋根上
流れの解析

（ Analysis of Flow on the Roof of a Train Traveling in a Tunnel ）

【概要】
トンネル内を走行する車両屋根上の流速に対して、三次元数値流体

解析を実施し、車両屋根上に発達する境界層の影響を考慮した流速
分布を得ました。また、車両屋根上流速を簡易に計算可能な手法の開
発を行いました。

【特徴】
一次元流体解析では考慮できなかった境界層の影響を考慮した流

速分布を得ることができます。三次元数値流体解析では、トンネルや
車両の実形状を対象に計算を実施することができます。さらに、碍子
オオイ等の屋根上機器も考慮できます。簡易計算法では、パソコンで
手軽に屋根上流速の検討が可能です。
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車両座標系から見た車両屋根上流速の概念図

三次元数値流体解析によるトンネル断面内流速分布の可視化
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簡易計算手法は現在、特許出願中です

【用途】
本手法は、トンネル内を走行する車両屋根上の流速が重要なパラ

メータとなるパンタグラフや架線の設計検討に利用できます。また、鉄
道設備の具体的な設計だけでなく、現象の解明にも適用することが可
能です。

簡易計算法の計算モデルと計算結果

(a) 簡易計算法の計算モデル (b) 流速分布の比較

車両・トンネルの計算形状の違いによる流速の違い（屋根上1.4m地点）
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